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埼
玉
大
学
で
考
古
学
に
親
し
ん
だ
私
は
、
卒
業
後
も
埼
玉
県
の
文
化
財
保
護
行
政
に
関
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
四
四
年

（
一
九
六
九
）
。
高
度
経
済
成
長
期
の
ま

っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
。
大
規
模
開
発
に
よ
る
国
土
の
改
変
が
進
め
ら
れ
、
埼
玉
県
を
含
む
首
都
圏

は
、
鉄
道

・
道
路
網
の
整
備
や
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
文
化
財
保
護
と
の
軋
轢
が
社

会
問
題
化
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
地
方
自
治
体
の
文
化
財
保
護
行
政
体
制
は
劣
弱
で
、
特

に
市
町
村
で
は
体
制
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
私
が
最
初
に
勤
務
し
た
の
は
川
口
市

教
育
委
員
会
で
、
恩
師
か
ら
文
化
財
担
当
者
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
専
任
で
頑
張
っ
て
こ
い
、

と
背
中
を
叩
か
れ
た
。
と
こ
ろ
が
配
属
は
社
会
教
育
課
な
が
ら
、
鋳
物
工
場
で
働
く
工
員
た
ち

な
ど
を
対
象
と
す
る
青
年
学
級
の
運
営
や
公
民
館

・
図
書
館
な
ど
の
管
理
業
務
だ
っ
た
。
そ
れ

は
そ
れ
で
や
り
が
い
も
あ
っ
た
が
、
文
化
財
は
片
手
間
で
さ
え
で
き
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

話
が
違
う
と
不
満
も
感
じ
て
い
た
。
当
時
、
県
教
委
が
文
化
庁
の
国
庫
補
助
事
業
で
実
施
し
た

遺
跡
分
布
調
査
事
業
の
川
口
市
分
に
つ
い
て
も
、
土
曜
日
の
午
後

（
当
時
は
半
ド
ン
）
や
日
曜
日

を
返
上
し
後
輩
学
生
の
応
援
を
得
て
の
市
域
踏
査
、
自
宅
で
の
カ
ー
ド
作
成
で
、
や
っ
と
提
出
に

こ
ぎ
着
け
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
遺
跡
台
帳
の
整
備
は
、
開
発
当
局
と
の
事
前
協
議

体
制
整
備
の
足
が
か
り
に
な
る
と
意
気
込
み
、
単
身
、
開
発
側
に
乗
り
込
ん
で
は
前
進

・
後
退

を
繰
り
返
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
て
が
戦
闘
的
に
開
発
側
に
立
ち
向
か
う
、
そ
ん
な
若
造
た

ち
が
市
町
村
教
委
の
文
化
財
保
護
行
政
体
制
確
立
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ

た
。

　

昭
和
四
八
年

（
一
九
七
三
）
一
一
月
、
私
は
割
愛
さ
れ
て
県
教
委
文
化
財
保
護
課
に
異
動

し
、
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
）
に
埋
蔵
文
化
財
調
整
担
当
と
な
っ
た
。
服
部
英
雄
さ
ん
と
知

遇
を
得
た
の
は
そ
の
頃
で
、
あ
る
日
、
突
然
、
文
化
財
保
護
課
に
呼
名
の
電
話
が
あ
っ
た
。
何
事

か
と
出
て
み
る
と

「
東
大
助
手
の
服
部
で
す
」
と
、す
で
に
知
己
の
ご
と
く
親
し
げ
に
名
の
ら
れ
る
。

確
か
、
中
世
城
館
跡
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
よ
う
な
、
記
憶
も
あ
や
ふ
や
だ
が
、
埼
玉
考

古
学
会
の
名
簿
を
頼
っ
て
の
電
話
だ
っ
た
よ
う
で
、
唐
突
感
は
否
め
な
か
っ
た
。
昭
和
五
二
年
度
か

ら
は
、
私
は
記
念
物
も
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
史
跡
の
指
定
や
土
地
購
入

・
整
備
事
業
の
任

に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
破
壊
を
前
提
と
し
た
記
録
保
存
調
査
の
調
整
に
あ
き
た
ら
な
さ
を
感

じ
て
い
た
私
は
、
遺
跡
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
史
跡
購
入
や
整
備
に
使
命
感
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
嵐
山
町
菅
谷
館
跡
は
県
が
管
理
し
て
お
り
、
そ

の
用
地
交
渉
に
は
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
寄
居
町
の
鉢
形
城
跡
、
富
士
見
市
の
水
子
貝
塚
、
さ
い

た
ま
市

（
旧
岩
槻
市
）
の
真
福
寺
貝
塚
な
ど
の
買
い
上
げ
・
整
備
事
業
の
市
町
支
援
は
や
り
が

い
が
あ
っ
た
。
文
化
庁
記
念
物
課
と
の
連
絡
調
整
も
頻
繁
に
な
り
、
文
化
庁
へ
伺
候
す
る
機
会
も

増
え
た
。
ち
ょ
う
ど
服
部
さ
ん
は
文
化
庁
記
念
物
課
史
跡
担
当
に
移
ら
れ
て
い
た
の
も
何
か
の
縁

で
、
仕
事
を
通
じ
て
の
付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
。

当
時
、
文
化
庁
の
看
板
事
業
と
し
て
始
ま
っ
て
い
た
の
が

「
歴
史
の
道
調
査
」
で
あ
る
。
東
海

道
や
中
山
道
な
ど
近
世
の
街
道
と
河
川
交
通
を
歴
史
の
道
と
し
て
、
各
県
を
繋
げ
て
い
く
も
の

が
事
業
対
象
で
あ
る
と
補
助
要
項
に
あ
っ
た
。
埼
玉
県
と
し
て
は
、
中
世
武
蔵
武
士
と
関
わ
り

が
深
い
鎌
倉
街
道
上
道
か
ら
始
め
た
い
と
、
服
部
さ
ん
に
相
談
し
た
。
服
部
さ
ん
は
、
「
う
ー
ん
、

東
京
都

・
神
奈
川
県
や
群
馬
県
と
の
繋
が
り
が
あ
る
し
、
三
県
で
の
実
施
も
新
た
に
考
え
な
け

れ
ば
・
・
・
」
と
言
い
つ
つ
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
認
め
て
く
れ
た
。
昭
和
五
六

（
一
九
八
一
）
年

度
か
ら
着
手
し
た
調
査
で
は
、
街
道
跡
と
さ
れ
る
箇
所
の
試
掘
調
査
も
行
っ
て
、
新
所
見
を
多

私
が
知
っ
て
い
る
文
化
庁
時
代
の
服
部
さ
ん

柿
沼
　
幹
夫
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【写真1】2004年（平成4）1月8日、埼玉県ときがわ町慈光寺の調

査。見上げているのは、寛元3年（1245）銘の銅鐘。国指定重要文

化財。

数
含
む
成
果
を
生
ん
だ
。
両
県
で
の
調
査
も
実
施
さ
れ
て
、
「
い
ざ
、
鎌
倉
へ
」
の
道
も
つ
な
げ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

さ
い
た
ま
市

（
旧
浦
和
市
）
の
見
沼
通
船
堀
の
国
指
定
化
も
服
部
さ
ん
の
発
意
で
あ
る
。
昭

和
五
五
年

（
一
九
八
〇
）
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
服
部
さ
ん
か
ら
見
沼
通
船
堀
を
見

た
い
と
の
連
絡
が
あ
り
案
内
し
た
こ
と
が
あ
る
。
見
沼
通
船
堀
は
、
江
戸
時
代
の
享
保
一
六
年

（
一
七
三
一
）
に
開
通
し
た
全
長
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
閘
門
式
運
河
で
、
江
戸
と
北
郊
を
結
ぶ
物

資
輸
送
の
船
が
盛
ん
に
往
来
し
た
。
見
沼
の
干
拓
を
目
的
に
開
削
さ
れ
た
東
西
の
見
沼
代
用
水

と
、
両
水
路
間
に
排
水
路
と
し
て
設
け
ら
れ
た
芝
川
を
接
続
す
る
た
め
に
は
、
両
者
の
高
低
差

三
メ
ー
ト
ル
の
水
位
を
調
節
す
る
必
要
が
あ
る
。
水
位
調
節
機
能
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
木
製

の
閘
門
で
、
東
西
二
カ
所
ず
つ
設
け
、
船
を
上
下
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
規
模
こ
そ
違
う
が
、
パ

ナ
マ
運
河
と
原
理

・
構
造
が
同
じ
で
、
し
か
も
時
代
を
遡
る
。
見
沼
通
船
堀
は
昭
和
六
年
に
廃

止
さ
れ
た
後
、
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）
に
埼
玉
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
も
の
の
、
土

揚
げ
敷
は
生
活
用
道
路
と
な
り
、
法
面
も
各
所
が
崩
壊
し
家
庭
雑
廃
水
も
流
れ
込
み
荒
れ
た

状
態
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
遺
構
と
し
て
堀
が
全
域
残
り
、
閘
門
の
場
所
も
明
確
で
一
部
杭

も
残
っ
て
い
る
。
通
船
を
差
配
し
て
い
た
鈴
木
家
住
宅
も
良
好
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
服
部
さ

ん
は
産
業

・
交
通

・
土
木
関
係
遺
跡
と
し
て
国
の
指
定
化
に
強
い
意
向
を
示
さ
れ
た
。
調
査
後
、

浦
和
の
焼
き
鳥
屋
で
一
杯
や
り
な
が
ら
指
定
化
に
向
け
て
気
勢
を
上
げ
た
。
私
も
若
か
っ
た
の

で
、
青
臭
い
議
論
を
ふ
っ
か
け
て
困
ら
せ
た
が
、
私
よ
り
若
い
な
が
ら
そ
の
深
い
学
識
の
前
に
、
手

も
な
く
退
散
し
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
六
年

（
一
九
八
一
）
に
埼
玉
県
立
博
物
館

（
現

・
埼

玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
）
に
異
動
し
て
指
定
ま
で
見
届
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
浦
和

市
の
担
当
者
は
市
教
委
の
文
化
財
行
政
体
制
を
確
立
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
の
青
木
義
脩
さ
ん
で
、
そ

の
調
整
能
力
を
発
揮
し
て
地
元
や
組
織
内
部
を
す
み
や
か
に
ま
と
め
た
の
で
、
昭
和
五
七
年

（
一
九
八
二
）
七
月
に
国
指
定
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
後
、
閘
門
の
復
元
、
雑
排
水
の
切
り
回
し

工
事
が
行
わ
れ
て
修
景
が
な
さ
れ
、
見
事
に
よ
み
が
え
っ
た
。
毎
年
、
通
水

・
閘
門
の
開
閉

・

船
の
通
過
が
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
で
は
、
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
る
夏
の
風
物
詩
と
し

て
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
遠
く
九
州
の
服
部
さ
ん
か
ら

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
け
ど
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
い
た
と
は
」
と
い
う
感
慨
を
込
め
た
手
紙
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）
年
度
か
ら
再
び
文
化
財
保
護
課
に
復
帰
し
て
記
念
物
担
当
と
な
り
、

文
化
庁
詣
で
の
折
な
ど
服
部
さ
ん
と
の
接
触
も
頻
繁
に
な
っ
た
。
こ
の
前
後
に
、
埼
玉
県
教
育
委

員
会
は
国
庫
補
助
事
業
で
中
世
城
館
跡
の
詳
細
分
布
調
査
を
実
施
し
、
報
告
書

『
埼
玉
の
中
世

城
館
跡
』
（
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
編
一
九
八
八
）
を
発
行
し
た
。
そ
の
概
要
説
明
を
国
文
化

財
保
護
審
議
会
専
門
部
会
で
行
う
よ
う
服
部
さ
ん
か
ら
指
示
が
あ
り
、
押
っ
取
り
刀
で
歴
史
資

料
館
職
員
と
文
化
庁
に
出
向
い
た
。
会
場
に
入
る
と
、
そ
の
場
に
は
、
永
原
慶
二
、
佐
藤
進
一
、

石
井
進
、
丸
山
擁
成
な
ど
錚
々
た
る
方
々
が
座
し
て
い
た
。
緊
張
で
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
説

明
を
し
、
質
問

（
詰
問
）
に
答
え
た
。
会
議
は
今
後
の
指
定
候
補
の
ラ
ン
ク
付
け
を
行
う
も
の
の

よ
う
で
、
松
山
城
跡
、
杉
山
城
跡
、
小
倉
城
跡
、
花
園
城
跡
、
大
堀
館
跡
な
ど
主
に
県
西
部

の
城
館
跡
が
俎
上
に
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
地
元
な
ど
へ
の
説
明
に
動
い
た
が
、
状
況

は
進
展
し
な
い
ま
ま
、
服
部
さ
ん
も
九
州
大

学
へ
の
赴
任
で
文
化
庁
を
離
れ
る
こ
と
に
な

り
、
私
も
新
た
な
博
物
館
の
起
ち
上
げ
に

関
係
す
る
な
ど
の
事
情
も
あ
り
、
立
ち
消

え
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
平

成
一
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
度
か
ら
再
び
文

化
財
保
護
行
政
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

定
年
ま
で
の
時
間
を
考
え
る
と
、
心
残
り

を
少
し
で
も
解
消
し
て
お
き
た
い
と
強
く
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
記
念
物
課
に

赴
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
中
世
城
館
跡
の
指
定

候
補
は
服
部
さ
ん
以
来
の
懸
案
で
あ
る
こ
と
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を
繰
り
返
し
説
明
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
指
定
化
へ
の
動
き
が
再
燃
さ
れ
た
。
文
化
庁
の

指
導
に
よ
り
、
関
係
自
治
体
に
よ
る
試
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
、
既
指
定
の
菅
谷
館
跡
に
松
山
城

跡
、
杉
山
城
跡
、
小
倉
城
跡
を
加
え
て
新
た
に
比
企
城
館
跡
群
と
し
て
広
域
指
定
す
る
こ
と
に

な
り
、
平
成
二
〇
年

（
二
〇
〇
八
）
三
月
付
け
で
国
の
指
定
史
跡
と
な
っ
た
。
服
部
さ
ん
が
方

向
付
け
を
し
た
二
〇
年
来
の
念
願
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。

服
部
さ
ん
の
人
柄
か
ら
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
、
威
張
ら
な
い
親
切
な
言
葉
の
端
々
は
、
史
跡

保
存
の
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
あ
り
が
た
い
指
導

・
助
言
と
し
て
意
欲
を
駆
り
立
て
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
服
部
さ
ん
と
接
触
し
た
全
国
の
自
治
体
関
係
者
に
共
通
し
た
思
い
で
は
な
い
か
。
服
部
さ

ん
が
九
州
大
学
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
年
一
回
の
年
賀
状
の
遣
り
取
り
だ
け
が
唯
一
の
つ
な
が

り
で
あ
る
。
今
回
の
指
名
に
よ
る
原
稿
依
頼
は
、
最
初
の
巡
り
会
い
と
同
じ
よ
う
に
唐
突
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
は
と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
心
に
留
め
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
嬉
し
か
っ
た
。

（
元
埼
玉
県
立
自
然
の
博
物
館
長
、
国
士
舘
大
学
非
常
勤
講
師
）
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